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＜連絡事項＞

・本日、鈴木和則様（西病棟入院中）がデイケア見学と説明を受けに来所されている。母親様と山田PSW同伴。

・青仁会祭りの屋台について、利用者からの意見を明日までに聴取すること。
＜デイケア事例検討＞

山田　吉夫様（59）男性　　主病名：神経症性抑うつ状態　

検討内容　長期目標・中期目標・短期目標の設定

治療計画　①通所日には通所できるようにアプローチしていく。

　　　　　②欠席する際は、自分で連絡が出来るようになり、欠席理由や具合の悪さを言語化できるように関わっていく。

　　　　　③病状悪化のパターンを知り、悪化のサインが気付くことができるように関わる。

本人の状態
・H24年10月で青山荘入所3年になるが、H24年4月1日で青山荘が体系移行する為、3月31日までの登録となる。以降も青山荘利用する場合は、新規登録となる。

・青山荘退所後は、アパート入居希望している。

・先月までは、デイケアや青山荘から無断で離れ、ゲームセンターで散財することが多くみられていた。今月からは、「懲りた」と話し、デイケアに来所している。また、ゲームセンターは週末を利用して行っているとのこと。

・上記の件があり、本人の状態も落ち着いていなかった為、具体的な目標設定が出来ずにいた。

・保護者は定期的に面会に来られ、協力的。本人との関係性は悪くは無い。本人が青山荘に入所しているから、安心しているとのこと。

・周期的に気分の変動があり、気分の落ち込みが強い時はやる気が出ず、それを指導されるのも嫌だと感じている。社会経験が豊富な為、基本的に能力は高い。

青山荘での介入

・デイケアに遅れて来所する件については、青山荘の朝のミーティングの際にデイケアに行くかは確認するが、それ以上の介入はなく、自己責任としている。

・青山荘では、言われたことの確認と、それに対してどう感じたのか振り返りを行っている。

デイケアでの介入

・デイケアでは、通所やプログラム参加の意義を本人なりに見いだせるように、本人の生活と結びつけて関わっていく。

・現在、プログラム枠の見直しを行っている為、本人の要望に合わせて参加するプログラムを決めていく。

・青山荘退所後に向けて、デイケアが本人にサポート出来ることを割り出していく。

目標設定

長期目標：アパートで単身生活を送る

中期目標・短期目標：本人と話し合い、後日設定

＜青山荘情報＞

松村　　勉　様～先週月曜日（6/13）よりデイケア利用開始。週１回月曜日の利用だが、徐々に利用日を増やして行く方向。本人、青山荘退所後は単身生活を希望しているため、日中の活動場所として通う習慣をつけていくためにも、デイケア利用をして頂きたいこと説明している。青山荘は来年2月退所予定。

　　　　　　　　基本的に、人のためにと世話を焼くことが好きで食事当番などを率先して行っている。病状が悪化すると、それが次第にエスカレートし過干渉となる。役割を設定し、自分のやるべき範囲を相談し、調整していく。

東海林　康之様～7/30の青山荘退所に向けて、アパートを決定している。娘様と同じアパートとのこと。交際相手の青木紀子様にはアパートの場所は教えないつもりだと話されており、線引きを行っている様子。環境の変化により、病状悪化（気分の高揚）が出現することも考慮し、変化に留意していく。

松川　順子　様～9/27の青山荘退所に向けてアパート探しを行っているが、本人は退所の自覚が出来ていない様子で、モチベーションの低さが窺える。アパートは青南病院の近くに借りたいとのこと。朝の時間の使い方（朝食準備や身支度など）が確立しておらず、現在もデイケアに遅刻する様子がみられている為、時間の使い方について確認とアドバイスを行っていく。

＜業務改善＞

○プログラム検討

・7月分プログラム企画書提出している。

・新プログラム起案書作成完了し、SGMへ提出している。

○治療環境整備

・7月分の環境整備予定表を作成している。担当スタッフをつけているので各自確認すること。

・クモの巣取りなど、細かい部分の掃除も行っていく。

○ケアマニュアル・書式検討

・ケア記録（プログラム記録・経過記録）変更起案書　AOMへ提出。

・長期目標、中期目標、短期目標を、各担当で利用者と相談し立案していくこと。

＜利用者様情報＞

平　　康子　様～昨日、昼食後薬をグループホームに忘れて来ており、来所時点で気づいていたが、スタッフに報告せずにいる。昼食後にスタッフに報告しており、足が痛む為グループホームまで取りに戻りたくなかったと本人話す。昨日は帰宅後に昼食後薬を服用し、時間を空けて就床前薬を服用している。担当医に、同様の件があった場合の対処について確認すると、帰宅後の服用で構わないと指示あり。

繁名　和恵　様～女性の声で学歴を馬鹿にする幻聴が聴こえてくるとのこと。「幻聴を我慢してたら、頭からおなかにズーンと落ちてきて来たからリスパダールを飲んだ」と話されている。昼食時には表情良く過ごしており、昼食も全量摂取している。

澤口　直美　様～昨日の帰宅時から、腹部がチクチクと痛んでいたとのこと。担当医からは、腹痛の原因はガスが溜まっているからと説明あり、腹筋をつけるようにアドバイスされている。デイケアで腹筋を鍛えるように、運動方法を紹介し実施する。

種本　サハ　様～今朝、朝食後薬と就床前薬を一緒に飲んだと本人より報告あり。通所スタッフから担当医に報告し、朝・昼・夕は通常通り服用し、就床前薬は服用しないように指示あり。また、内服管理の方法について検討を行うようにとのこと。

＜外来情報＞

四戸　冷子　様～6/13市民病院受診時、胆のう癌の多発性リンパ転移、多発性骨転移と診断。余生は半年程度とのことで、抗がん剤などの積極的な治療は行わない方針。今後についての打ち合わせを、担当医、家族、関係機関含めてケア会議を行っていく（6/29、6/30どちらかを予定）。

細越　定生　様～採血の結果コレステロール値は問題ないが、血糖値が高い為、糖尿病には気を付けるように担当医より説明あり。「夏場は食欲がなくなるから大丈夫」と本人話されている。

奥山　以衣子様～ケルガークリーム塗布にて、手の湿疹は改善してきている。通所の行事の役割で、集計係があたっているとのことで不安があると話されている。一人で作業するわけではない為、心配することはないと担当医より説明あり。

山田　吉夫　様～体重減少傾向で、4月より3.5㎏の減少みられている。本人、食欲がないと話されているが、原因はわからないとのこと。本人体重減少について心配している為、本日採血行っている。次週、結果報告予定。

柳町　信之　様～夜間の騒音がアパートの住民に迷惑になっていると訪問看護・青明舎から情報あり、担当医から夜間洗濯をしないようにと説明している。本人によると、夜中にラジオを聴くこともあるとのことで、洗濯などは20時までには済ませるように説明している。

